
ますます便利になるDerwent Innovation
2021年アップデート内容をまとめてご紹介!

Clarivate Analytics

IP Solution & Strategy

2021/10/7



2

2021年Derwent Innovationのアップデート概要

• 主に東南アジアの国の収録を強化（登録のみの収録→公開・実案を追加 など）

• レコード画面の機能強化（請求項の構造・請求項の差異・ファミリーを見る機能）

• スマートサーチに公報番号からの類似特許検索を追加

• 特許訴訟情報オプション（Darts-ip連携） ←別のWeb Seminarおよび資料を是非ご覧ください

• 検索結果一覧およびエクスポート・アラート時の英語・原語を分けて表示/出力する機能
（10月末の予定）-ー今回資料のみ

• Analyst テキストクラスタリングのアルゴリズムを変更（DWPIフィールドの解析）
←別途アナウンスさせていただきます。

収録

機能強化

今後の機能強化予定



収録強化
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Derwent Innovationへの収録強化（1stレベルデータ）
• 主に東南アジアの国について以下の収録強化が行われました.
国 種別 これまでの

種別コード これまでの収録状態 新しい
種別コード 新規の収録状態 コメント 注意事項 DWPI

マレーシア
MY

(monthly)

登録 A 2005-2020 (フルテキスト) A 1953-2021 (書誌事項)
2005-2020 (フルテキスト)

※実用新案を含む
DWPI は2005－の登録のみ 〇 2005-

公開 - - A0 1987-2021 (書誌事項+抄録) ×

タイ
TH

(Weekly)

公開 - - A0, A 1982-2021 (書誌事項+抄録) ×

登録 A 1992-2020 (フルテキスト) B 1982-2021 (フルテキスト)
※種別コードが変わります

※登録番号、登録日も公報番号、
公報発行年で検索可能です

〇 2010-

実用新案 - - U0, U 1970-2021 (フルテキスト) ×

ベトナム
VN

(monthly)

公開 A 2010-2021 (書誌事項+抄録) A 1997-2021 (書誌事項+抄録) 〇 2010-

登録 B 2010-2021 (フルテキスト) B 1984-2003 (書誌事項)
2004-2021 (フルテキスト) 〇 2010-

実用新案 - - U,Y 1989-2009 (書誌事項+抄録)
2020-2021 (フルテキスト) ×

フィリピン
PH

（weekly)

公開 A,A1,A3,
A3,E1

2002-2013 (書誌事項+抄録)
2014-2021  (フルテキスト) A,A1,A3,A3,E1 2002-2013 (書誌事項+抄録)

2014-2021 (フルテキスト)
〇 2010-

登録 A,B,B1 1975-2013 (書誌事項+抄録)
2014-2021 (フルテキスト) A,B,B1 1975-2013 (書誌事項+抄録)

2014-2021 (フルテキスト)
〇 1993-

実用新案 - - U,U1,Y1,Z 2009-2012 (書誌事項+抄録)
2017-2021 (フルテキスト) 〇 2009-

英国
GB

公開 A,A8,A9 1782-2021 (フルテキスト) A,A8,A9 1782-2021 (フルテキスト) A8 公開特許フロントページの訂正
A9 公開特許完全明細書の訂正 〇 1963-

登録 B,B8,C,C2,C3 1947-2021 (フルテキスト) B,B8,C,C2,C3 1947-2021 (フルテキスト) 〇 1979-



特許ファミリータイムラインで、ファミリー
の状態を確認する
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特許ファミリータイムライン

• INPADOCファミリーメンバーの維持状況を簡単に見てわかるように表現しています

• 出願、登録、継続、一部継続、および分割の簡単なタイムラインを示します

• 出願先の国の幅、各国での権利状態、および出願戦略をすばやく簡単に把握できます

機能概要

こんな時に便利!
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INPADOCファミリーの各国の状況をタイムラインで表示しています。
各国の状況が一目でわかります。
1行は、出願単位での表示となっています。
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特許ファミリーのタイムライン

①有効

②無効

③無効

④有効

⑤有効

⑥不確定

⑦無効

⑧無効

⑨不確定

⑩不確定

⑪無効

⑫有効

⑬有効

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬

有効
無効
無効
有効
有効

不確定
無効
無効

不確定
不確定

無効
有効
有効

公開 登録

有効・不確定の特許の線は、
推定有効期限までを表示

INPADOCファミリーのタイムラインを
表示しています。

INPADOCファミリー



請求項ツリー表示で、
請求項の全体構造を分かりやすく理解する
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請求項ツリー表示 請求項と従属項

• 独立クレームおよび従属クレームを分割、請求項の主従の関係に基づき、ツリー上に表現します。

• 独立クレームを迅速に特定することで、特許の範囲と主要な機能をすばやく把握できます。

※従来からあるDerwent Innovation のエクスポートにある、独立請求項の出力とは異なる方法を利用しています。

• 侵害調査などの場合、独立クレームごとに下位クレームを含めた調査をする必要があるため、
請求項の構成を素早く把握し、独立請求項を素早く見つけられることは侵害調査の評価の際にも
役立ちます。

• 補正などを行う際の参考となります

機能概要

こんな時に便利!
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請求項比較で、
公開と登録の請求項の違いを理解する
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請求項の比較表示

• 特許の出願段階から登録段階に移行するときに、追加/削除されたテキストを強調表示します

• 登録後に実際に有効になったクレーム、また、失われた請求項の範囲、小さいが重要な変更をすばやく
確認・理解することができます

• 審査係属中の案件がある場合、同一ファミリー内で既に権利化されている国での出願時から登録時の
請求項を比較することで、権利化請求項の検討に役立てることができます

• 交渉時・係争時、相手方の特許がどのように減縮されたかの経過参酌の参考とすることができます

• 同一特許庁において同様の技術の特許登録を取得するためにどのような変更を加える必要があるか、
請求項の作成や先行技術の参酌に利用できます

機能概要

こんな時に便利!
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比較文書がない場合（例:登録公報
がない場合）、[Show Claims

Difference]ボタンは表示されません。

公開公報・登録公報どちら側から見ても、
赤の部分＝公開公報にのみある部分
緑の部分＝登録公報のみにある部分

を指しています。



特定の特許と類似の特許を検索する
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• ホームページおよび特許検索のスマートサーチに公報番号（複数も可）を入力すると、
その類似の特許を検索し、上位1000件を表示します。
※複数公報番号入力も可能ですが、類似性の精度を高めるには、1つにすることをお勧めします。
※1000件目以降の全件を取得することも可能です。

• FTO・侵害防止調査 –自社が販売を検討している製品に関連する特許から侵害の可能性が高い
他社の類似特許を素早く発見する

• 競合調査–自社特許に類似した競合他社の特許を発見する

• 無効調査–自社製品が侵害している可能性が高い他社特許を無効化する先行技術を発見する

機能概要

こんな時に便利!

公報番号からのスマートサーチ
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複数の公報番号を
入れることも可能です

他のスマートサーチ同様、
100点満点のスコアが表

示され、類似性の高い順に
検索結果が表示さえます
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公報番号からの類似検索
スマートサーチの仕組み

入力されたものが公報番号と確認されると、文章からキーワードを取得。
そのキーワードで、全文検索1

入力された公報番号の “タイトル, DWPI タイトル, 抄録, DWPI 抄録, 請求項” 
を解析し、キーワードを抽出。

それらのキーワードを使って、全文検索を行います。

"OPERATION BODY" "ADVANCE RETREAT" "POSITION 
DETECTION PART" "DIRECTION FORCE" "PRICE" 
"SHOPPING" "MALL" "GOODS" "PROVISION CONTROL" 
"TOUCH" "VIRTUAL SPACE" "SPACE DISPLAY" 
"HAPTIC" "VIRTUAL" "REACTION FORCE" "DRIVE 
PART" "FORWARD BACKWARD MOVEMENT" "DISPLAY" 
"PART PERFORMS" "COLOR"
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スマートサーチの3つの方法

• Web検索と同じような感覚で、日本語のキーワードをスペースを置きながらいくつか入力してい
ただくだけで、類義語・関連語を自動的に追加、IPCやマニュアルコードなども追加した形で式
を組み立て、グローバルでの検索を行い、関連度順に表示します

日本語・英語の簡単キーワード入力でのグローバル検索

類似特許検索

類似特許を探したい場合・・・・
• 文章入力 （対象の精密度 ↑ 気軽さ ）
対象特許のタイトルやDWPI抄録、請求項などの目的の文章箇所をコピーして、
スマートサーチに張り付けるだけで、そこから、キーワードやIPCを取得して類似の特許を探し、関連度順に表示します
• 公報番号入力 （対象の精密度 ↓ 気軽さ ）
対象特許の公報番号を入力するだけで、上記と同様の類似特許を検索し表示します。
文章の取得箇所は、の “タイトル, DWPI タイトル, 抄録, DWPI 抄録, 請求項” となります。



英語と原文を分ける表示・エクスポート

10月末に登場! Coming Soon!
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英語と原文を分ける表示・エクスポート

• １つのフィールドに、英文表記と原語文表記が両方出てきてしまうことにより、読みにくい、
そのまま分析に利用しにくい、という問題がありました。
英語（ラテン系言語）と原語文のフィールドを分けることにより、この問題を解決します。

今までのこんな問題を解決
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新しいフィールド群

既存 New英語表記 New 原語表記

タイトル タイトル（英語） タイトル（元の言語）

抄録 抄録（英語）
※既存です

抄録（元の言語）

第一請求項 請求項 1（英語） 請求項 1（元の言語）

請求項 請求項 （英語） 請求項 （元の言語）

既存 New英語表記 New 原語表記

譲受人/出願
人

譲受人/出願人（ラテ
ン文字）

譲受人/出願人（元の
言語）

譲受人 譲受人（ラテン文字） 譲受人（元の言語）

発明者 発明者（ラテン文字） 発明者（元の言語）

発明者と住所 発明者と住所（ラテン
文字）

発明者と住所（元の言
語）

既存 New 英語表記 New 原語表記

タイトル タイトル（英語） タイトル（元の言語）

抄録 抄録（英語） 抄録（元の言語）

第一請求項 請求項 1（英語） 請求項 1（元の言語）

請求項 請求項 （英語） 請求項 （元の言語）

【アラートに利用されるフィールド群】
テキスト関連

出願人・発明者名 関連

【エクスポートに利用されるフィールド群】
テキスト関連

出願人・発明者名 関連
既存 New 英語表記 New 原語表記

譲受人/出願人 譲受人/出願人（ラテン
文字）

譲受人/出願人（元の言語）

譲受人/出願人
（1st）

譲受人/出願人（1st）
（ラテン文字）

譲受人/出願人（1st）（元
の言語）

出願人-オリジナ
ル

譲受人 - オリジナル（ラ
テン文字）

譲受人 - オリジナル（元の言
語）

譲受人 - オリジ
ナル (住所)

譲受人 - オリジナル (住
所)（ラテン文字）

譲受人 - オリジナル (住所)
（元の言語）

譲受人 - オリジ
ナル - 国/地域

譲受人 - オリジナル - 国
/地域（ラテン文字）

譲受人 - オリジナル - 国/地
域（元の言語）

発明者 発明者（ラテン文字） 発明者（元の言語）

発明者 1st 発明者（1st）（ラテン
文字）

発明者（1st）（元の言
語）



23

エクスポート・アラート両方、例えば、以下のように設定し、分けて出力す
るようにすると、読みやすく、分析にも利用しやすくなります

デフォルトの設定は、各言語フィールドではありません。
設定を変更してお使いください

タイトル（元の言語） 出願人（元の
言語）

抄録（元の言語）抄録（英語）出願人（英語）タイトル（英語）



特許訴訟情報オプション 概要

動画リンク
セミナー資料
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Derwent Innovation上で確認できるDarts-ipの訴訟情報
2020年より世界最大級の知財判例データベースであるDarts-ipと

特許検索ツールDerwent Innovationの

統合をスタートさせ、Darts-ipデータの一部が
Derwent Innovationからも見ることが可能になりました。
クラリベイトでは、充実したDarts-ipの訴訟情報を
ご覧いただけるように内容を日々、発展させております。

DIユーザー

DI訴訟情報オプションあり

このような中で、この度、より専門性の高い訴訟情報を特許情報とあわせて、 Derwent Innovation上で活用いただけるように
DI訴訟情報オプションをご用意いたしました。
DI訴訟情報オプションでは、様々な場面でDarts-ipの訴訟情報を利用することが可能です。

DI訴訟情報オプションなし

• 本オプションをご購入のお客様
• Darts-ipとDerwent Innovationの
双方のID（同一ID）を保有しているお客様
（※アカウントレベルではなく、ユーザーレベルでの一致となります）

• DIの契約のみのお客様

DI訴訟情報オプションの
有無の比較

DI訴訟情報オプション

なし あり

Darts
-ip訴
訟情報

検索 不可 可

フィルタリング 不可 可

訴訟の状況の
閲覧

原告 可 可

被告 可 可

国/地域 可 可

訴訟の種類 不可 可

事件の概要の閲覧 不可 可

対象特許の閲覧 不可 可

エクスポート 不可 可
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検索 フィルタリング 分析 エクスポート表示

DI訴訟情報オプション

DI訴訟情報オプションでは、検索、フィルタリング、検索結果、分析、エクスポートと一連の特許調査に関連するフローの中で
Dart-ipの訴訟情報を利用することが可能です。
これにより、特許情報と訴訟情報をあわせたグローバルな調査、分析が１つのツールで行え、FTO調査、リスク管理、
M&A時の無形資産評価、R&Dの投資検討などがより簡便になることが期待できます。

DI訴訟情報オプションは、以下に該当するお客様がご利用できるオプションとなっております。
• 本オプションをご購入のお客様
• Darts-ipとDerwent Innovationの双方のID（同一ID）を保有しているお客様
（※アカウントレベルではなく、ユーザーレベルでの一致となります）

Darts-ipの訴訟情報を
検索フィールドに利用可
能

検索結果をDarts-ipの
訴訟情報でフィルタリング
が可能

訴訟の状況の訴訟履歴
で、訴訟の種類の確認
が可能

事件の概要(事件の訴
訟の種類、第一審提訴
日、裁判所 、国/地域、
和解、損害賠償、取り
下げ、クレーム解釈）、
対象特許の確認が可能

Darts-ipの訴訟情報の
エクスポートが可能
（※上限1日50レコード）



訴訟の種類を確認することが可能です表示

レコード自身に訴訟履歴がある

ファミリーインジケーター

この画面は無料で見れますが、
訴訟の種類はオプションとなりま
す。訴訟の種類は上のリストのも
のが対象となります。

レコードインジケーター

ファミリーUS1234の訴訟履歴DWPIファミリーのレコードに訴訟履歴がある

で表示されている“訴訟の状況”内の
“訴訟履歴”には、 で表示されている
案件履歴が表示されています。

US1234の訴訟履歴

原告:案件に
含まれる原告

被告:案件に
含まれる被告

国/地域:訴訟が
提起された国/地
域

1234

5678

US1234

KR5678

検索結果の訴訟等に表示されているファミリーインジケーターまたはレコードインジケーターを
クリックして閲覧できる訴訟の状況の中にある訴訟履歴で訴訟の種類を確認することがで
きます。これにより、各特許の事件の把握が容易にできます。

訴訟の種類
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分析 各事件の概要や対象特許の確認が可能です
事件の概要、対象特許により、事件の内容や結果や特許の有効性などを把
握することができ、自社の今後の方向性を決定する判断材料に活用できます。

事件の概要のスナップショットを PNG 形式でダウンロードします。

クリック
訴訟履歴から気になる事件を選択して、
クリックするとその事件の概要、対象特許
を確認することができます。

事件に含まれるすべての当事者のリストです。
原告と被告の両方が表示されます。

事件に含まれる特許およびその特許のタイトルのリストです。
リストの最初の特許は、訴訟中の最初の特許です。

次へ矢印をクリックすると、特許の次の事件に移動します。
戻る矢印をクリックすると、特許の前の事件に移動します。

Darts-ipのID保有者はDarts-ipの事件ページに直接アクセスすることができます。
※Darts-ipのログインは1時間経つとログアウトされます。

事件の概要 対象特許

訴訟履歴

1234

1234

5678

9101

1213

1415
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エクスポート Darts-ipの訴訟情報エクスポートすることができます

13個のフィールドがエクスポート可能です。
※各フィールドの説明は“フィルタリング”のページをご覧ください。

訴訟等のフィールドのエクスポート上限は、１日最大50件のレコードとなります。
※レコードに訴訟等のデータが含まれない場合もカウントされます。

“訴訟等(50件まで)を選択すると訴訟等の13個のフィール
ドを一括してエクスポートフィールドに設定することができます。

エクスポートにより情報共有や分析など幅広く訴訟情報を活用することができます。
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特許訴訟情報オプションの活用
• FTO調査時の活用
抽出した特許の中でどのような特許に注意すべきかという観点として
特許侵害訴訟の有無が挙げられます。

– 侵害している可能性が高い他社特許の中で、特に侵害訴訟が実際に発生し
ている特許権者は、訴訟に慣れており、G社を侵害訴訟で訴える可能性が高
いと考えられ、注意すべき相手とみなせる

• M&A候補企業の無形資産調査時の活用
企業の買収を検討するとき、その企業が保有する資産状況の把握することは重要で
す。無形資産の特許の価値評価をする時に特許侵害訴訟の有無や状況を把握す
ることが考えられます。

– テーマスケープなどの俯瞰図上まはたDDAの分析上で、全体の中で訴訟が多く
発生している分野を特定することも可能です

Web Seminarでは
以下の分析事例も紹介
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